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私 と 炉 過 と の 出 金 い

液体清澄 化 とい うのは､

実 に幅広い と同時 に古 くか

ら存在 している技術 だ と思

い ますが､私 の父 は昭和初

期 にこの演過 に携わ ってお

りま したので.そ の昔の 湧

材 のお話 をさせ ていただきます｡

私 は､父 の炉過筒工場 の敷地 の中で生 まれ育 ち

ました｡炉 過筒 というのは､珪 藻土 と粘土 を主原

料 と して泥 し ょう状 に した もの を石膏型 に注入

し､中 空の円筒状 に成形 して素焼 きにする もので､

いってみればセラ ミックが材 の原型で した｡工 場

の空 き地 には天 日乾燥 させ るために成形 した炉過

筒が､い つ もスノコ台にのせ られてお り､そ の光

景 を今 で もよ く思い出 します｡天 日乾燥が終 わっ

た浜過筒 は､焼 成炉 で硬い素焼 源過筒へ と焼 き上

げ られ るのですが､炉 の側 面には覗 き窓が あ り､

中は火の渦が巻いているような感 じで した｡父 は

よくその覗 き窓を私 に も覗かせて くれて､游 内 に

置かれているゼーゲル錘が まだ真 っ直 ぐ立ってい

るか､曲 が っているか.溶 けているかによって､

炉内の温度 を判断する事などを教えて くれました｡

父 は､昭 和3年11月1夢 日､酒 過用素焼製造方法

の特許791'号 をとりました｡私 が生 まれたのは､

このち ょうど1ヶ 月後の蓋2月1攣日で､父 の炉過筒

と私は､ほ ぼ同時に誕生 した ことにな ります｡

この発明 した素焼 源過筒 は､当 時の顕微鏡で見

える細菌や浮遊物等 を通 さない上､炉 過水量が多

く､さ らに強度が しっか りしているこ となどか ら､

当時の帝国陸軍 に採用 されるこ とにな りま した｡

昭和8年 のことです｡父 の工場 にたびたび訪れて､

この採用 を決定 したのは､陸 軍軍医石井四郎中将

とい う方 で.こ の方が部 隊長 となって昭和 紛年

に発 足 したのが関東軍 防疫 部防疫給水 部隊つ ま

り有名 な73部 隊です｡父 の炉 過筒 は.水 の悪 い

大 陸での戦 闘のため に採用 され､石 井 中将の名

前 を とって､石 井式 炉水機 と呼 ばれ ました｡

父は昭和14年 璽月1媚､f才 で過労 のため.亡

くな りました｡私 が小学校L年 生の時で した｡

その後､昭 和16年1:月 には､素 焼 酒過筒 は陸

軍 の秘密兵器 に指 定 され､ま た戦後 は､当 時 の

リー ダーズ･ダ イ ジェス トに 日本の五大優秀兵

器 の一つ として紹 介 され ま した｡石 井 中将 は当

時の陸軍の細菌兵器 の創設者で もあ り､731部 隊

は森村 誠一氏 の小 説の題材 とな って､細 菌 兵器

の人体 実験等､随 分 と悪 いイメー ジが で きあが

って しまい ま したが､石 井 中将 は父のが過筒 の

優秀 さを認め て下 さった方 であ り､そ の湧過筒

の採用 によって､多 くの兵 隊 さんの生命 を守 っ

た とい う大 きな功績 ももっている方だ とい うこ

とは忘れてはならない と思 っています｡

幼少 の頃､そ して父が亡 くなった後 の私の家

族 の生活 を支 えて くれたの もまた､こ の 炉過筒

であ りま した｡現 在 は｢セ ラ ミック膜｣と して､

優秀 な無機 炉材が いろい ろ と製造 されてい ます

が､昭 和 の初期 に､小 さな町工場 で こんな原型

が造 られていたのです｡

現在､私 の会社で はセ ラ ミック膜 は扱 ってい

ませ んが｢セ ラ ミック膜｣と 聞 くとつい心が動

か され､父 が創始 した もの をいつ かは手 が けて

み たい と､68才 になった今で も夢見 てい る次第

です｡



｢日本液体清澄化技術工業会 第1回 見学講演会｣

当工業会の行事企画第1弾､韮 崎市膜 ろ過浄水

施設見学講演会が､1月f日､8日､参 加者3'名 を

もって行 われた｡講 演会会議室の都合上定員30名

であったが､会 員用 のDM送 付後 す ぐに満員 とな

り､会 員外 はおろか会員会社 の中で も参加呼 びか

けを抑 えざるを得 ないほ どであった｡

膜炉過上水施設にて

甲府駅での集合時 には､殆 ん どの方が定刻 に集

ま り滑 り出 し良好｡会 場の桜 エ ン ドレス㈱ 山梨 オ

ペ レーシ ョンセ ンターに集合 した｡横 浜国立大学

松本教授 の挨拶があ り､引 き続 いて桜エ ン ドレス

の製品紹介あった｡レ ベ ル計､流 量計等我 々工業

会メ ンバ ーに関係深い製品ばか りで興味深 く聞 く

ことが出来た｡工 場見学 も印象的で非常 に多 品種

の製品が整然 と作 られていた｡

講演会 はこの膜 ろ過浄水施設 を建設 した前沢工

業㈱の安楽課長が｢膜 による浄水処理｣と 題 して

講演 された｡膜 ろ過の原理､本 装置仕様､運 転デ
ー タ等実際の装置運転 より得 られた貴重 な体験 を

拝聴することがで きた｡

見学の浄水場 は山間の閑静 な所 にあ り､設 備能

力330/t､ア セテー ト中空糸膜が6本 使用 され

てお り､非 常に きれいにまとめ られていた｡本 装

置 は膜 ろ過浄水施設 と して本邦 第1号 機であ る｡

昨年6月 に運転 を開始 して以来 トラブル もな く順

調 に稼働 していた｡

移動 はマ イクロバスに先導車 を含 め乗用車6台

で行われた｡講 演会場か ら浄水場 までの間にバス

が先導車 を追い抜 くな どしたことで､後 続 に影響

が 出て2台 が脱 落 した｡さ らに浄水 場か ら宿 泊所

までの問で もバ スに2台 が振 り切 られたが､少 し

遅 れ た程度 で懇親会が始 まる時 には全 員そ ろっ

た｡準 備不足で気 のはやる

運転手 を静止 しきれず､企 画

委員会 としてお詫び申し上げ

たい｡

懇親会は橋本理事(日 本

炉水機工業㈱)の 発声 で始

ま り､全 員のユニー クな 自

己紹介 の後歓談｡こ の

種 の会 合 に は珍 し く､

技 術者 であ る紅 一点 の

宿泊参加 者 もあ って大

い に盛 り上 が った｡大

半が2次 会 として宴会場 か ら幹事宿泊用 の大

部屋 に移 り､深 夜 まで話 に花が咲いた｡

懇親会･宿 泊会場 となった石和温泉 は､鉱

物 質の含有量が多いが無味無臭の透明な泉質

で さっぱ りしている｡ホ テル八 田には7階 か ら紅

葉の並木や庭園 を見下 ろせ る展望の湯 と､昇 仙峡

を象 った昇仙の湯がある｡中 で も昇仙 の湯は足の

先 を入れただけで飛 び上がって しまう高温の もの

か ら､ぬ るす ぎる ような低温の ものまでた くさん

の湯 に分 かれていて､好 みに合 わせた入湯がで き

る｡湯 のは しごを楽 しまれた方 も多かった｡

なにぶん初めて とい うこ とで､不 手際 も多かっ

たが､講 演会場 を提供 し､工 場 内を見学 させ て下

さった桜エ ン ドレス㈱､浄 水場 に待機 して説明 を

して下 さった韮崎市役所担当者の方々､講 演 者そ

の他 多 くの方 々の お力 で なん とか無事 に終 了 し

た｡紙 面 を借 りて感謝の意を表 します｡

(日'曹エ ンジニア リング㈱ 小波盛佳)

(神鋼パ ンテツク㈱ 牛越健一)

(桜エ ン ドレス㈱ 野 ロ 篤)



第3回 中日合 同国際炉過及び分離技術会議並 び

に展示会が漸江省無錫 において鯵97年 亘O月2帽 か

ら4日 間にわた り開催 された｡第1回 及び第2回

会議 及び展示会 はそれぞれX99年1豆 月に杭州及 び

199`年11月 に蘇州 におい て行われている｡(行 事

内容 の詳細 は化学工学vo亘56(NG5),p.357お よび同

v◎L5禦NG3)gyp.:⑪7に報告 され ている｡)こ の会議は

日本化学工学会､世 界炉過工学会 日本会.中 国機

械工程学会お よび中国流体工学会の共催 によるも

ので 白戸紋平名古屋大学名誉教授 及び王昌慶教授

(機械 部通用機械研究所､安 徽省合肥市)が 日本

側及び中国側 のまとめ役,(名 誉主席)と して実施

されてい る｡

炉過会議 の参加者 は 日本 か ら翻名 《企業関係者

28名(絡 社)､国 公立研究機関･大 学関係者鯛 名

(内学生9名)》､欧 州か らPd名 程度であ り､中

国側の参加 人数 は不 明であるが､20⑪ 人以上はあ

った｡技 術会議 は無錫環湖休暇会議 中心で行われ､

21日 の午前 中の開会式で 白戸教授､R麗 簸魏 教授

(英国)お よびhayY雛 蓼教授(中 国)の3件 の基

調講演 があった｡鴬 日の午後は会議 中心 か らバス

で16分 程度の所にあ る無錫展示館で展示会の開会

式が ブラスバ ン ドの演奏後展示場建物 の玄関前 で

行 われた｡展 示会への出展 はf⑪社あ り､そ の うち

日本か らの出展 は10社 であ った｡今 回の展示会 に

おける中国側の展示品 は従 来 と同様各種 炉過器､

遠心分離機関係が多かったが､中 国製のステ ンレ

ス繊維 フィル ター.セ ラ ミックフ ィル ター及び各

種 のカー トリッジフ ィル ター(浄 水器用 も含 む)

が数多 く出展 されていたのが印象的であ った｡そ

の他水処理 プラン ト関係､膜 モジュールの展示 も

あ ったが､カ ー トリッジフィルターのような小型

装置 を除いて､実 物 の大型分離機器 の展示 は少な

くほ とんどが カタログ展示であった｡

技術会議はP日､23日 の両 日にわた り3会 場に

分かれて行 われた｡発 表件数 は日本側が3E件､欧

州側6件､中 国側が62件(合 計 璽鱗 件)で あ り､

件数は年々増加 しているようである｡発 表内容 は

前 回会議 と同様 に① 回転分離機､② 新 しい演過機､

游過操作 の理論 と工夫.③ 新 しい 炉材､④ 砂 炉

過･凝 集操作､排 水の浄化処理､⑤ 分離膜の特性

と応用､⑥ サ イクロンの分野が多 く､会 場か らの

質問 も装置の性能､応 用及び設計法な ど具体的 な

ものが多 かった｡鱗 日の午前中に日本 と中国側か

らそれぞれ6L件 の特別 講演があ り､無 事会議 は終

了 した｡午 後か ら上海に向かい､自 戸先生 ら約輸

人 はその後長江の三峡下 りをす るために重慶 に立

ち､我 々は上海 に一泊後帰 国 した｡

第3回 合 同会議i及び展示会が盛 りだ くさんの内

容で盛況裡 に終了 したのは白戸先生お よび中国側

組織委員会の周到 な準備 と大会運営 によると思わ

れる｡私 は今回はただ参加 しただけであるが､当

工業会の会員企業 もこの会議 に参加 していること

か ら､将 来は当工業会 もこの会議の更 なる発展の

ため に協力で きれば と思 う次第である｡

(横浜国立大学 松本幹治)



｢夢･化'一21新 世紀へ のキーテ クノロジー｣

をテーマにU月 揺日か ら21日 まで､東 京 ビックサ

イ トで開催 され た脳C鷲 藍躍TC眠:Y(》97(第2豆 回

国際化学技術総合展)を 訪れた｡ま た.同 時期 に

開催 された協賛 シンポジウムの炉過分離 シンポジ

ウム97に も懇親会 目当てであ ったが参加 して き

た｡特 に.展 示会では報告記事 を書 けとの命 を受

けて.本 工業会会員企業のブースを中心 に見て歩

いた｡

会場 で最 も目をひいたのが 日本 ブイル ター㈱ の

ブースであった｡会 場中央 に位置 し､カ タログコ

ーナーとラウンジに面 した膜装置のデ ィスプ レイ

が 目に飛 び込 んで きた｡膜 は内径5㎜ ほどのチ ュ

ウブ ラーの形態で､ポ リプロピレン製､孔 径5ミ

クロンの1で あった｡ク ロス フローろ過方式 で､

凝集沈澱池 に置 き替わる膜型 の廃水処理用途 に拡

販 される との こと｡か ねがね､廃 水処理用途 に膜

を適用す る場合 に､ピ カピカの水 を造 る必要 はな

く､目 の粗いMF膜 はない ものか と思 っていたが､

その技術が 目の前にあった｡今 後 の実績 と適用拡

大 に期待 したい｡

膜のなかでは神鋼パ ンテツク㈱ の､従 来の クロ

ス フロー とひ と味 違 った振動 型の膜 モ ジュール

(商標:VSE副 に足が向いた｡こ れは､円 板状 の

膜が中心軸 か らの往復 運動の伝達 によ り1イ ンチ

の振 幅(外 周部分)で､約 舞ヘルツの周期で水平

振動 し､膜 と原液 との界面 に高いせん断力 を与 え

ることがで き､高 粘性､の 原液で も高 フラ ックス

を得 る とい うもの｡高 粘性･高 スラリー液の濃縮

用途で､今 まで膜 では経済性の合 わなかった原液

にも､膜 分離技術 の対象 の場が広が るものと期待

で きる｡

㈱ トーケ ミでは新たな繊維ろ材 ろ過器 アクテ ィ

ファイバーを展示 されていた｡凝 集ろ過 を前提 に

40～dの 超高速のろ過 を狙 っているとのこと｡

ポリプロピレン繊維 をループ状 に した紐 を束 に し

て充填 されていた｡い か にも濁質の捕捉量が多 そ

うであった｡ま た､ブ ース中央 には光触媒 アンス

ラサ イ トの展示があった｡ろ 材 と光エネルギーを

組み合わせた面 白い発想 の技術 であ った｡

また､三 井東圧機工㈱ にはカナダの ソーラーケ

ム社 より技術導入 された紫外線酸化装置の展示が

あ った｡中 圧水銀 ラ ンプとランプの掃 除用ワイパ
ーがセ ッ トになった ものであ る

｡過 酸化水素や光

触媒 と光エネルギーによ り有機化合物 の酸化分解

を促進する ところに､ラ ンプの汚れ を自動 的にク

リーニングす る機構 を設けて光エ ネルギーの

効率利用 が図 られている｡

水処理で電気 といえば､電 気透析膜 もある

が､や は り電気再生式の連続 イオン交換樹脂

を用 いた装置である｡当 社 は早 くか ら米国の

イオ ンピュア社 のCD夏 の技術導入 を進め､規

格型 の超純水装置 を販売 している｡こ のC髄

は積層 スタ ック型で電気透析膜のイメージを保 っ

ているが.日 本練水㈱の ブースにはスパ イラル型

の電気再生式膜ユニ ッ ト･ク リス トセプ トロンの

展示があった｡ス イスの クリス ト社の商品である

スパ イラルモジュールの端部 にはプラス とマ イナ

スの電極端子が設けてある他 は､わ れわれ に馴染

み深いスパイラルモジュールであった｡

展示場内 には､そ の他､磁 力処理 によるスケー

ル防止.赤 水防止の商品の展示 も数例 あった｡わ

れわれは半導体関連の超純水や廃水の処理 には昔

から紫外線酸化 を利用 して きた し､前 述の ように

電気再生型の イオ ン交換 を数多 く手がけて きた｡

この ような水処理 と電気 という組み合わせへの親

密感が､今 回の展示会で､電 気 エネルギーとの組

み合わせ技術 に目を向かせ たのか も知れない｡い

や､す で に､水 処理の分野で光 や磁気 といった電

気関連技術が普及 しだ した時代 の到来だ との思い

が した｡

炉過分離 シ ンポジウム97で は2日 間でP件 の

多岐にわたった発表があった｡こ の うち､横 浜国

大･松 本研究室か ら｢流 動電位法 による精密 ろ過

膜の評価｣と｢酵 母醗酵液の清澄砂 ろ過｣の2件

の発表が あ った｡当 社 か らは沖縄･北 谷 の海 淡

翼《)の運転成績 に関す る報告 をさせて頂いた｡

(栗田工業(株)澤 田繁樹)



株武金袖 クボタ
私 は､上 下水 プラン ト技術 第二部 に所属 し､主

に水道浄水設備 の計画設計や技術 開発 を担 当 して

い る｡こ こ数年 は､厚 生省 の｢越AC2封 お よび

｢高度処理MAC21｣プ ロジェク トに参画 し､弊 社

で開発 した｢水 道用槽浸漬式 セラミック膜 ろ過 シ

ステム｣の 実証実験:を行なってきた｡こ のシステ

ムは､当 初､汚 水処理の曝気槽 に直接 セ ラミック

膜 を浸漬 して使用するシステムとして開発 した も

ので､既 に数箇所で稼働 しているが､こ れを浄水

に適用 した場合､濁 質成分や大腸菌 だけでな く.

アンモニ ア性窒素や鉄､マ ンガン等 も除去で きる

システムであることを実証実験 によって示す こと

がで きた｡現 在､こ の新 しいシステムの拡販 に腐

心 しているところであるが､今 後､こ の会 を通 じ

て駐Rしていきたいと考 えている｡

(横山 繁樹)

蘇 武 金 社 ロ キ テ ク ノ

業務内容=

各種産業用 フィル ターカー トリッジ､フ ィル タ
ーハ ウジングシステム

､水 処理 システム､オ ゾン

関連機器､環 境 関連機器の設計､製 作及び販売

企業方針､特 徴1

｢企業の利益 は社会への貢献度 によって決 まる｣

とい う考 えの もと､2万 種類 に及ぶ フ ィル ター を

もって､ど んな小 さいユーザ ーニーズ にも迅速に

対応出来る体制をとってお ります｡ま た生命の維

持 や環境 の浄化 に必要な｢水｣の 重要性 に着 目､

オゾ ン関連機器､水 の浄化技術 を確立 している｡

今後は､用 水か ら排水(排 液)ま での一連 に当

社のろ過技術 を生か してい く｡

会に期待すること1

液体用 フィルターの評価基準 を設定 し､業 界 の

発展につなげるような活動 を期待 します｡

｡.(鈴 木 虞)

富士フィルター工藁株武金社

富 士 フ ィル ター工 業㈱ は､璽%6年 高精 度 工業用

フ ィル ターの 製造･販 売 会社 と して 設立 され ま し

た｡そ の取 り扱 い製 品 は各種 ケ ミカル プ ロセ ス フ

ィル ター をは じめ と して､ポ リマ ー フ ィル ター､

オ イル フ ィル ター､ガ ス プ ロセス フ ィル ター､バ

イオセ パ レー シ ョン･シ ス テ ム な ど広 範 囲 にわ た

ってお ります｡こ れ らの シス テム は フ ジプ レー ト

(積 層 焼 結 金属 メ ッシ ュ フ ィル ター)や フジ･メ

タル フ ァイバ ー(焼 結 金 属 不 織 布 フ ィル ター)､

フジボ ン(プ リー ツペ ーパ ー･ワ イ ン ドフ ィル タ

ー)な どに代 表 され る独 自の特徴 を持 つ フ ィル タ

ーエ レメ ン トが使用 され て お り
､世 界 各 国で 豊富

な実 績 を持 ってお ります｡

尚､弊 社 は昨 年 紛 月 に全 社 レベ ルで の情 報 の集

中･共 有 化､專 門担 当化 に よるお客様 へ のサ ー ビ

スの徹 底 を 目的 と して､営 業 部 門 を 中心 に本 社 へ

の統合 を完 了 いた しま した｡東 京 本 社 の住所､電

話､フ ァ ックス番号 は変 わ らず ご利 用頂 け ます が.

本社 スペ ー ス を従来 の3倍 に拡張 した ため､従 来

ビル の算 か ら2Fに 移 転 い た し ま した｡ご 来 社 の

際 は ご留 意下 さい ます よ うお 願 い致 します｡

(ト 部 兼好)

綜式禽社 マキノ
当社 は.セ ラ ミックス製 品製造 設備 メーカー と

して誕生 し65年 にな り､創 業以来蓄積 してきまし

た一連 の技術 の高度 化 に努 め､｢粉 体｣と｢水｣

を高品質化する独創技術 で､物 作 りの基本 となる

｢マテ リアル を磨 き上 げる技術｣を 統合･構 築 し

てきました｡

また､水 質保全 のための水処理分野では､主 要

ともいえる｢固 液分離｣装 置 として､フ ィル ター

プ レス と高圧 ダイヤフラムポンプを自社 製造 し､

上下水道処理や ダム建設工事等 で広 く使 っていた

だいてい ます｡最 近 は､よ りファインな精密 ろ過

技術 の応用 によ りビール､日 本酒 を中心 とした醸

造業分野､さ らに医療品などの総合ケ ミカル分野

での貢献 を目指 して努力いた してお ります｡

(浅井信義)



一溝 澄化 技 術 とIt⑪O一

日 時1199年2月13日(金)

101c⑪ ～It145

場 所1ヨ コハ マ プ ラザ ホテ ル

(横 浜駅 東 ロ徒 歩2分)

定 員 二80名

講 演 内容

1,)笠 ⑪lo⑪ ～1:lo◎

｢聡Cl140⑪Oシ ス テ ム構 築 入 門｣

清 澄 化 に関 わ る業 界 の特徴 を踏 まえ た実務 的 ポ

イ ン ト

㈱ トー マ ツ環 境研 究 所 古 室正 充氏

2)13:⑪ ⑪～IL:lt

中堅 ス ク リー ン製 作 メ ー カー のISO瞬0劔 の取

り組 み 例

東 洋 ス ク リー ン㈱ 坪 内信行 氏

3)14110～1:12(

水 処理 工 業 にお ける夏S《)夏4⑪0認証 取 得活 動 例

栗 田工 業㈱ 杉 本 和 雄氏

(休憩)

4)蓋5:35～ 穫t145

食 品 業界 にお け る頁SO璽40劔 認 証取 り組 み例

キ ッコーマ ン㈱ 野 口 久氏

一食贔工 場箆 学 と食 晶工 業の 瀞過･分 離技 術講 演 一

日 時1199.年5月20日(水)

13130～16145

場 所:森 永乳業㈱ 東京多摩工場

(東京都東大和市)

1)見 学箇所

生産工程お よび用排水処理施設

2)講 演内容

乳業工場 における 炉過･分 離技術

※いずれの行事 とも､詳 細 については追 ってお知

らせ致 します｡

当工業会会員サービスのための委員会の ひとつ

で現在活動 中の行事企画委員会 と今後設立 される

技術委員会の活動 についてお知 らせ します｡

行事 企画委員会は昨年H月 に実施 しました見学

会･講 演 会､今 年 の2月 に行 わ れ る予定 のIC

墨40⑪⑪の講演会 な ど工業会会員 に役立 つ行事 を企

画 し､実 行する委員会であ ります｡こ の委員会は

現在5名 で運営 されてお りますが､工 業会の発展

と伴 にメ ンバーをよ り充実 させ てい きたい と考 え

てお ります｡以 前工業会の活動 に関するアンケー

ト調査(臨w8L磁 貫N《}譲参照)を お願 い しま し

たが､こ れか らも行事企画 に関す る要望や コメ ン

トがあ りま した ら遠慮 な く事務局 までお知 らせ下

さい｡

次 に､こ の工業会の活動 内容 を高めるために技

術部会 を本年度設立す る予定であ ります｡技 術委

員会の役割は工業会会員の技術 の レベルア ップお

よび技術開発 の方向付け と具体 的な提案･実 施 を

行 うことであ ります｡技 術委員会で提案 された も

のは技術委員会のみならず行事企画委員会､広 報

委員会の活動 に反映 され ます｡ま た今後で きるで

あろう各 トピックスごとの分科会の母体 にもなる

重要な委員会であ ります｡こ れ らの委員会 と工業

会の活性化のため に是非 ご協力 をお願い します｡

(松本幹治)

冬号 であるAL号 が編集 されま した｡ペ ージ数 も

6ペ ージ とな り内容 の充実 を図る ように心がけて

お ります｡今 季号 は､技 術特集のための体制が整

わず トピックスが多 くなって しまいま した｡来 季

号 よ り本格的に取 り組 むためにも技術委員会の整

備が必要 と思 われ ます｡会 員各位 のご協力 と掲載

記事の投稿.ご 意見 を事務局 に寄せて頂 きた くよ

ろ しくお願い申 し上 げます｡

(瓜生敬志･ト 部兼好･真 野徹･山 田佑一)
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